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～1/10モデルを用いた引き抜き試験による基礎強度の評価～ 

ハードクロス基礎の実用化に関する研究 

概要 
土壌挙動を再現した砂型を用いて、荷重ー変位曲線を求めた。1/10スケールのハードクロス基礎
を用いていることから、実用サイズでの荷重レベルは単純に10の2乗倍（100倍）程度として評価
することが出来る。 

結果 

①曲線は200N（約20kgf）の所で屈曲す 
る。試験体を保持していた土壌の大部分 
が、この時点で崩壊したものと考えられ 
る。この点よりも前の時点では、弾性的
な挙動に近いと思われる。すなわち、除
荷すればもとの状態に戻る。 
②上記②の点の荷重は砂の加圧荷重の
違い（≒N値の違い）により、値に10%以 
上の差異が見られた。 
③引抜における最大荷重点は変位35㎜
程度で発生する。 
砂の加圧荷重の違により、引抜荷重の
値で約20％（120N）の差異が生じている。 

図 引き抜き荷重―変位曲線 

加圧成形荷重6.8t 
（N=3相当土壌） 

加圧成形荷重4.5t 
（N=1相当土壌） 
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図 引き抜き後の試験片 図 下部プレートの変形方向 

④引抜により斜方支柱が鉛直支柱に向かって回転するように動く（傘が閉じるような動き）ため、下部
プレートが変形する。上部プレート（パネル接合面）は試験用ジグによって形状が拘束されているので、
変形していない。 
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